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   The author conducted a polarographic Study on the protein wave of the whole semen 
of boar, he-goat, ram, bull and man. 
   He obtained the results that the protein wave boar characteristic depending upon the 
species. The results are detailed below. 
   1) The difference between the height of the protein waves of the whole semen and 
semen plasma noted on the polarogram is very small. 
   2) The height of the protein waves in the various specimens increase in the follow-
ing order  : native, digest, methanol-deproteinized and filtrate. 
   The mucoprotein content of semen is consideredto be more abundant than that of 
serum. 
   3)  In bull's semen, the value of protein in the various specimens increases in the 
following order : native, digest, filtrate and methanol-treated. In the methanol-treated 
specimen, the height of the wave is found to be 3 times as that of the native specimen. 
   The SH radical contained in bull's semen is believed to be small in quantity. 
   4) In boar's semen, the height of the wave in the various specimens increases in 
the following order native, digest, methanol and filtrate. The height of the wave of 
the filtrate specimen was found to be 4 times as high as the native specimen. 
   5) In the ram and he-goat, the height of the wave of the various specimens in the 
following order digest, native and the filtrate, with a great discrepancy between the 
native and the filtrate specimens. 
   It is considered that mucoprotein is in large amounts. 
   With both native and digest specimens, the  SH radical content shows a decrease in 
the order of  bull>  ram> he-goat> boar> man. 
   In the filtrate specimen, the mucoprotein content shows a decrease in the following 





輸嚢腺,そ の他数種の分泌腺,尿 道に由来 し,






著者は豚,山羊,緬 羊,牛 及び人間の精液 を
用いてそのポーラログラフ的蛋白波につき検討
を行い,各動物の種属によつて精液の蛋白波型




























この波 の成 因,発 生機構 は未だ充分に明確 に
され ていないけれ ども,含 硫黄蛋 白質(Albu-
min,Globulin,Mucoprotein,Mucoid),含
硫黄ア ミノ酸(Cystin,Cystein)を配位子 と
す る錯合 体がその主要 な役 割 をはた しているも
のと考え られ てい る.Brdiとkaは1937年この
波高 の高低 に よつて癌診 断 の可能性 を報告 して
注 目 され,癌 患者血清 の示 す蛋 白波 を特 に"癌
反応"と 称 しポー ラログ ラフ蛋 白波 を癌 診断に
応用す るさきがけ をつ くり,そ の後 更にWal-
dschmidt-LeitzTropp,Mttller,Wedemy-
er,Mayer,笹井,和 田等 によつ て癌特異性 を
もたせ,検 出感度 を上 げ るべ く種 汝の試 みがな
され た.
一方癌反応 とは別 に ポーラ ログラフ的 に各種
組織抽 出液(中 野,灘 波),尿(笹 井,江 川等
),脳 脊髄液(MUIIer),唾液(Monnier,
Besso),涙液(Balik,Hradecky),胃液(和
田),馬 血 清(Mayer)等の報告 が あり,殊 に
いろんな蛋 白代 謝の変化 に関心が集 まつ てこの
方面に就ての数 多 くの業 績がみ られ る.






























第1液 及び 第2液 は 夫 々使 用 前 に 随 時調 合 して新 鮮
な溶 液 を使 用 した.蛋 白変 性 のた め に は1NKOHを
除 蛋 白に は20%スル フ オサ リチ ル酸(SSAと 略)を,
メ タ ノール法 には60%Methanolを使 用 した.濾 過
に は東 洋沢 紙No.6,直径5L/2cmの もの を用 い た,
4)試 料 の処 理 及び 測 定方 法
a)生 反 応(Nativereaction)・原 試 料 その もの
に つ いて の 蛋 白波 を測 定 す る方法 で 変 性,除 蛋 白




ポ ー ラ ロ
b)変 性 反 応(Digestreact三〇n):試料0.3mlに
等 量 の蒸 溜 水 を加 え,之 に1rvKOHを 添 加 混
和 振盈,18。Cに 保 ち20分間 放置 後 そ の0.05m1







↓ポ ー ラ ロ
c)が 液 反 応(SSA除蛋 白法)(Filtratereaction):
源液 反 応 供 試 液調 整 の 際,変 性操 作 は 結果 に 影
響が な い と認め た の で 之を 行 わず,採 取試 料 に
SSAを 加 え 除蛋 白 した もの に つ い てポ ーラ ログ
ラムを 得 た.即 ち試 料0.5mlに 蒸 溜水1.Omlと
20%SSA1.Om1を加 え充 分 混 和振 猛 し10分間 放
5
置 後 消過,む=i液0.5m1をと り第2液5.Omlを







↓ポ ー ラ ロ
d)60%メ タ ノー ル法:KnUchel(1951)のメ タ ノ
ール分 劃 法 を応 用 した佐 藤(1953)の方 法 を 用 い
た.即 ち 試料0.1mlに60%メ タ ノール5.Omlを
加 え,30分間 室 温 放置 後 炉過,炉 液0。3mlを4.7
mlの 第2液 と混和 し供 試 した.
SampleO.1m1
60%Methano15.0
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b)正 常 健 康人 精 液 の 蛋 白波
上 記4方 法 に従 っ て正常 健 康 人 精 液9例 につ いて ポ
ー ラ ログ ラ フ的 蛋 白波 を と り,そ の 波高 を 測定 した 。
この グ ラム の1例 を 示す とFig.2の 如 き も の で あ
る.Table2.は 測定 値 を 示す.即 ち 生反 応 で は14.9
mm(10.0～17.5),変性反 応 で は14.9mm(12.5～18
0),SSA除蛋 白 に よ る炉液 反 応 では28.7mm(21.0～
36.5)であ り,4例 にお け る メ タ ノール法 では 前記3




18～7.68)を示 した.波 高 値 は コパ ル ト(E)還 元 波
の平 坦 部 か ら蛋 白 波 の第1波,第2波 そ れ ぞ れ の頂 点
迄 を 測定 した.
2)牛 精 液 の蛋 白 波
4例 の 牛 精 液 に つ い て#記4方 法 に 従 つ て 検 討 し
た.蛋 白 波 はFig.3の 如 き 波 型 を 示 し,波 高 の 測 定
値 はTable3.の と ほ り で あ る.生 反 応 で はW1は
29.2N35.4mm,W2は53.o～56.4mm,W1十W2/2は
43.3mm(41.1～45。9),W2/w1は1.69(1.59～1.82)
で あ っ た.変 性 反 応 で はW1は41.1～42.6mm,W2
は53.6～59.omm,wl十W2/2で は48,6mm(46.6～
50。7),w2/w1は1.34(1.29～1,39)炉 液 反 応 に
お け るW1は86,5～98.3mln,W2は140.0～147.5
mmと 人 精 液 に お げ る 値 よ り も 断 然 高 い 値 を 示 し
W1十W2/2は120.3mm(113.6～123.o),W2/W1は






















































































Fig4,豚 精液 の 「ポ 」 蛋 白波
3)豚 精 液 の 蛋 白波
供 試精 液2例 に つ い て全 精 液 と,3000回転10分間遠
心 分 離 した 精 漿 につ い て それ ぞれ ポ ー ラ ログ ラ ムを と
り比 較検 討 した と ころ,両 者 の差 異 は 極め て 少 なか つ
た(Table1(b),Fig.4).Table4.は6例の豚 か ら
得 た 各精 液 の 蛋 白波 に つ い て測定 した 値 を 示す 即 ち
生反 応 で のW1は25.0～29.Omm,W2は36.4～44.O
mmで あ り,W1十W2/2"一は33.5mm(31.2～37.8),
w2/wiは1.47(1.40～1.54)であ つた.変 性反 応 で
はW1は13.7～29。2mm,W2は14.6～34.5mm,W1
十W2/2は24.omm(14.2～31.9),W2/W1は1.19
(1.05～1.27)を示 した.瀕 液 反 応 で はW1が97.6～
118.7mm,W2は123.0～161。4mmでW1十W2/2の
値 は124.4mm(151.1～140.1)を示 し牛精 液 の値 よ
り4.lmm高 い波 高 を とつ て い る.W2/W1は1.34
(1.18～1.52)メタ ノ ール法 を 行 つ た4例 ではW ユ
は29.0～44.2mm,W2は28.1～44.3mm,W1十
w2/2は37.6mm(28.6～44.3),W2/W1はo.99
(O.97～1.01)で 人 精 液 例 よ りは 高 い が 牛 精 液 に 較 べ






































4)山 羊精 液 蛋 白 波
Fig.5は山 羊精 液 の蛋 白 波 を示 し,Table5.は3
例 の 山羊 精 液 蛋 白 波 につ い て の測 定 値 であ る.生 反 応
に おけ るW1は31.8～32.Omm,W2は45。1～52,.O
mm,W1十W2/2は40.3mm㈹.6～42.o),W2/Wi
は1.52(1.41～1.63),変性 反応 で はW1は29.0～37.O
mm,W2は39.o～44.5mmで あ りW1十W2/2は
37.4mm(34.0～40.8)を示 し,生 反 応 と同様 何 れ も
牛精 液 例 よ りは 低 いが 豚,人 精 液 よ りも波 高が 高 い,




8.73(7.70～9.62)で牛.人 精 液 よ りも高 い値 を 示 し
た.
5)緬羊 精 液 の 蛋 白波
Fig.6は緬羊 精 液 の 蛋 白波 を 示 し,Table6.は
4例 の緬 羊精 液 蛋 白 波 につ い て の測 定 値 で あ る.即 ち
生反 応 に おけ るW1は22.5～35.Omm,W2は37.0～
47。omm,W1十W2/2は35.5mm(31.3～41,0),W2/
W1は1.38(1.27～1.46)であつ た.変 性 反 応 で は
W1は20.0～26.2mm,W2は26.0～29.Omm,Wl十
W'/2は24.8mm(23.8～26.4),W2/W1は1.33(
1.11～1.68)を示 した.炉 液反 応 で のW1は81.0～
99.omm,W2は98.5～164.4mm,W1十W2/2は140.1
mm(98.8～125.6)と他 の何 れ の例 よ りも高 い 値 を 示
し人精 液 例 と比 較 した場 合 約5倍 弱 で あ る;w2/w,
は1.39(0.99～1.89).Proteinindexも豚精 液 に 次

































































人及び豚の場 合に検討 した全精液 と精漿 との
ポーラ ログラムの比較 にみ られ る如 く(Fig.1,
4)両者間 の波高差は極 めて小 さい結果 を得た.
Miescher(1870,1878,1897)の基礎 的研究 に
よれば精子 の方が精漿 よ りは るかに高 い濃度 の
蛋 白質 をもつ と述ぺているが,事 実高速 で遠心
分離 した り多量 の稀釈液 の添加,洗 瀞,化 学薬
剤 との混合等の操作 によつて精子 は損傷 をうけ
易いものとされている.し か し一般 に哺乳類 の
精子は原形質溶解 を うけがた く精子頭部 は水や
酸性液 中で も離れ難 いと され,Mann(1949,
1951)もKeilinの装置内に ヒツジの精子 を細
かい ガラス玉 と共 に入れて振 る と,精 子 の中片
と尾部は粉 女に砕け るが精子頭部は壊れない と
述ぺてい る.
著者の実験過程 におけ る遠心 分離や基礎液 と
の混和が精子細胞 を破壊 して内容物 の蛋 白を游
出 させ るとは考 えられ ない事 を上記 の測定値 か
ら推察 し爾後 の実験 を行つた,
1933年Brdiとkaが見出 した蛋 白波は コパ ル
ト塩,塩 化ア ンモニウム及びア ンモ ニアの混 合
緩衝溶液を基礎液 と した場 合に最 も顕著に現 わ
れ るが,シ スチ ンをその構成ア ミノ酸 と して含
有す る蛋白質 はすべ て之等 の波 に対 して活性 で
あ り,シ スチンを含まないゼ ラチン等は不活性
で ある事が明 らか に された.秦(1951)も同様
の 見解 を とり蛋 白波 の波高は シスチ ン含量 に比
例す るとし,蛋 白波 を表わすためには シスチ ン
は蛋 白質 の構成要素 と して含 まれ ていなけれ ば
な らない とした,Brdi6kaのSHi基 説に よ
ると蛋 白波は二段 の極大 波 としてあ らわれ るが
シスチ ン波は一段 であ り,そ の電位 は蛋 白波 の
二段 目の ものに略 々等 しい と,叉 蛋 白波 は2
価,3価 何れ の コバル ト塩 を用 いて もあ らわれ
るが,シ スチ ン波 は2価 の コバ ル ト塩 の存在す
る場 合に のみ 出現す るとい う.
著者 の行 つた人精液ポ ーラ ログラフィーにお
いてはメタ ノール法 のみが定 型的二 重 波 を 呈
し,生 反応,変 性 反応,瀕 液 反応時 におけ る波
形が単一波を示 した事は,果 して蛋 白質構造 の
相違があ るためか,或 はア ンモ ニア濃度が適当
でないために二 つの極 大波が重 な り合つた もの
か,叉 蛋 白波を示 さず に波形 のみに干 渉す る物
質が共 存 しているのか今後 の追求 を行 いたい と
考えてい るが,長 時間放 置 した試料 について の
ポーラログ ラムを求 めた場 合 も同一 波形 を示 し
た.恐 ら くは之等試料 に適 当なア ンモニア濃度
を撰 び検討 すれば異 なつた波形が求め得 るで あ
ろうと考 える.又 各試料 の示す蛋 白波 ピー ク値
の電 位は何れ も同電 位であ る事か ら して,蛋 白
波 を生ず る有効 成分 は何 れ も同 じものと老 えら
れ る.
1)人精液 の蛋 白波波高 をみ るに生試 料,変 性
試料,メ タノール除蛋 白試料,炉 液試料 の順に
波高値が増 大 し正常健康 人の血 清の場 合 とは逆
の現 象を示 してい る.即 らムコプロテイ ン含量
が血清の場 合 よりたきい.生 試料 と変性試料 を
比較 してみ ると波高 値に 左ぎな差異がみ られな
道中一雄性附属性腺分泌液に関する研究(第1報)
いが,之 はアルブ ミン対 グロブ リンの比が小 さ
く従つて変性 を行 つても波高増加 を もた らさな
い もの と考 えられ る.SSAに よる除蛋 白法 と
メタノールによる除蛋 白法 ではメタ ノール法 の
場 合・の方が波高が低 く,こ の事 は精液中に含 ま
れ てい るムコプ ロテインが メタ ノールよつて抽
出され難い部 分のあ る事を示 してい ると考 え ら
れ る.
2)牛精液 の蛋白波波高値 をみ るに生試料,変
性試料,SSA処 理試料,メ タ ノール処理試料
の順 に波高値は増 ノくし,メ タノール処理 試料 で
は生試料 の場 合の約3倍 も高 い波高 値を示 して
い る.生 の場 合のW2/W1と 変性 の 場 合 の
W2/Wlを 較べ ると変性の場 合の方が値が・1・さ
く,変性 に よつ て露出 され るSH基 を含む蛋
白 よりもSH基 を含 まない蛋 白の変化量が大
きい事 を示 しW、+W2/2の 値 と対応す る.
SSA処 理試料 とメク ノール処理試料 とを較
べ るとW2/W1は メタ ノール処理法 によるもの
が・1・さ く,W、+W,/2はSSA処i哩 を行 つた
もの が小 さい 之は抽 出 され るム コプロティン
は メタノール処理 の方が大きいけれ ども蛋 白の
SH基 含量 が小 さいためであると考 える.
3)豚椿液 の蛋白波波高値 をみ ると生試料,変
性試料,メ タ ノール処理試料,SSA処 理試料
の順に波高値が増 大 し,SSA処 理 の場 合は生
試料 の約4倍 も波高が増す 生試料 と変性試料
の場合のW、+W2/2を 比 較す ると変性 の方が
値 が小 さく,W2/W、 も同 じ傾向 を完 どる.こ
の事はアル ブ ミン対 グ ロブ リンの比 が1よ り小
さ く(A/G:0.25,Al:0.76,Gl:3.04g/dl),
変性 に より露 出 され るSH基 よりも第1波 を増
Table,7
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大 させ るア ミノ酸 の露 出の方 が多いものと考 え
られ る.
SSA処 理試料 とメクノ・一ル処理試料 に よ る
ものを較 べ るとW1十W2/2,W2/Wl共に後者
の値 が極 めて小 さいけれ ども,メ タ ノール処理
試料 中では含有 ムコプ ロテ インが前者 に比 し可
成 り少 く,更 にSH量 も少いことが判 る.
4)山羊精液 の蛋 白波波高値では変性試料,生
試料,SSA処 理試料 の順 で波高値 が増 メ(する.
生試料 と変 性 試 料 の場 合 のW1十W2/2,W2/
W,を 比較す ると両者共変性の場 合の値が小 さ
い.之 は変性に よつて露 出 したSH基 による
第2波 がグ ロブ リンに よつて抑制せ られ,あ た
か もSH基 が減少 したかの如 く示 された もの
と考 え る,SSA処 理試料 ではW1十W2/2,
W2/W、共 に生試料に比べ相当大 ぎな値 をと る
事か らしてもアルブ ミン量は少 く,ム コプ ロテ
インが多量 に含 まれてい る事 が推察 され る.
5)緬羊 の精液 の蛋 白波波高は山羊 の場合 と同
様 に変性試料 は生試料 に比 しW、+W2/2,W2/
W1共 に値 が小 さ く,SSA処 理 試料 は両者共
に大 きい故上記 山羊精液 の場 合 と同様 の事 がい
え る.
6)メタ ノール処理 試料 の際 にみ られ るコパル
ト極大 の抑制能 の差は試料 中に含 まれ る吸着性
物質の多少を示 し,豚,牛,人 精 液の順 に抑制
能が現われてい る.之 は恐 ら くは含有 ム コプ ロ
ティンの界面 活性作 用に差異が ある の で あ ろ
う.
7)生試料,変 性試料 ともに蛋 白波高は次の順









































Fig7.各 種 動 物 精 液 の 蛋 白 波 比 較
24.8),豚(33.5,24.0),人(14,5,14.9)
(Table7。)




以上4種 の動物及 び人間精液 についてその コ
バル ト塩一緩衝液 中のポーラログラムについて
考察 を行 つたが,之 等 の結果 は試料 の化学 的成
分 の分析 と相侯つては じめて定量的 に論 じられ
るぺ きものであ る事は 勿倫 でこの点については
別稿 に述べたい
V結 語
1)人,牛,豚,山 羊。 緬羊 の精液 について ポ
ーラログラフ的蛋 白波 を測定 し比較検討 した.
2)全精液 と遠心 分離3000回転10分によつて得
た 同一試料 の精漿 との間におけ るポーラ ログ ラ
フ的蛋白波高 の差 は極めて少い.
3)人精液 の蛋 白波高値 は生試料,変 性試料,
メタノール除蛋 白試料,SSA酒 液試料 の順 に
波高値 が増 大 し,ム コプロテイン含量 は血清 よ
り多い と考 える.
4)牛精液 では生,変 性,浜 液,メ タノール各
試料 の順 に波高値が増 し,メ タ ノール試料 では
生試料 の3倍 の波高を示 し,牛 精液 に含 まれ て
一工5-17>olts
い る蛋 白質 のSH基 含量は 少いと考 え る.
5)豚精液 の場合 は生,変 性,メ クノール,酒
液試料 の順 に波高値 の増大がみ られれ,酒 液試
料 では生試料 の4倍 の波高 を認 めた.
6)山羊及び緬羊では変 性,生,炉 液試料 の順
で波高が大 とな り,生 試料 と酒液 試料 との間に
大 きな差異が あり,ム コプ ロテイ ンが多量 に含
まれ てい ると考 え られ る.
7)生試料,変 性試料 ともにSH基 の含 量 は
次 の順で低下す る.牛 〉山羊〉緬羊〉豚〉人.
瀕液試料 では ムコプ ロテイン含量 は次の順 で
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